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の生成・消費とそれらの大気－海洋間の CO 交換への影響を明らかにした。 
 
本博士論文は、4 章から構成されている。第 1 章では、総合序論として、これまでの大気－海
洋間のガスフラックスの算出における課題を整理し、大気－海洋間のガス交換における海面ミク
ロ層の役割について言及した。第 2 章では、相模湾沿岸において 2 年間の現場観測を実施し、海
面ミクロ層における有機物濃度と微生物現存量の季節変動を調査した。第 3 章では、1 年間の現
場観測と培養実験を実施し、海面ミクロ層における CO の生成・消費が大気－海洋間の CO 交換
に与える影響を評価した。第 4 章では、総合考察として、海面ミクロ層の研究の方法論の問題を
踏まえ、大気－海洋間の CO 交換における温帯沿岸域の海面ミクロ層の役割を議論した。 
 













海洋間の CO 交換を考慮する際に無視できるが、CO 生成は夏季に CO の海洋－大気フラックス
を高めることを明らかにした。また、有機物が集積した際には海面ミクロ層における CO 濃度が
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要旨 
 
審査委員 3 名により、学位論文の内容および関連する分野に関して口頭で試問を行った。そ
の結果、申請者が博士（工学）として十分な学力と研究能力を有するものと判定された。 
よって、審査委員会は最終試験の結果を合格と認定した。 
 
